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○出席：田中 明・副島元子・矢崎康彦・小田部玲子・竹内綾子・鈴木敏弘

大平秀和・並木実

○欠席：内田はま子・森 朋久

【事 務 局】

【教育委員会】大久保教育長・ 星野教育部長　

【生涯学習課】亀井課長・鈴木課長補佐兼文化財保護担当統括主査

岸主査・内田主任・安井主事補

	傍聴者
	１名


１　開会

２　教育長あいさつ

平成２８年度第１回文化財保護委員会にご出席いただきありがとうございます。本日は、３件の協議事項がありますが、昨年市制施行４５周年の記念事業ということで、防災協定を締結しております佐久市、十日町市、那須烏山市をはじめ、近隣の各自治体から貴重な出土遺物をお借りして特別展、さらに國學院大學名誉教授の小林先生の「吹上貝塚とその時代」と題してのご講演に多くの方々のご参加をいただきました。大変盛況であったと思っております。改めて市民の方の文化財に対する関心度の高さを確認することができました。今後におきましても、有意義な連携を図りながら文化財に関わる取り組みの充実を進めてまいりたいと考えておりますので、文化財保護委員各位におかれましては、より一層のご指導をお願いいたします。
○事務局より説明・報告
1. 市民参加条例第12条第４項の規定に基づく会議公開及び要点記録による会議録の公開、市庁舎１階行政資料コーナー及び和光市ホームページでの公表の説明

2. 小田部委員、並木委員の天候不良による遅刻、森委員からの欠席の連絡報告

3. 配付資料の説明、確認

３　協議・報告

○事務局

　これよりの議事等の進行につきましては、田中委員長にお願いいたします。

　

	（１）平成２７年度文化財保護事業報告


○田中委員長

　議題（１）平成２７年度文化財保護事業報告について、事務局より説明を願います。

○事務局

　平成２７年度文化財保護事業報告を資料に基づき説明いたします。　確認調査（試掘）

等４４件（立会調査含む）本発掘調査５件を行いました。新倉ふるさと民家園管理

運営は、古民家愛好会に市の協働指針に基づき管理運営を委託しています。管理棟建物

の板塀修繕やすす払いなど建物管理や事業運営をしていただき、年間来園者数１４，２

３７人・累計来園者数１４３，４１３人でした。和光市デジタルミュージアム管理運

営は、年間閲覧数２４，５３９件・累計８９，６５１件となっており、デジタルミュー

ジアム紀要第２号を刊行しました。市制施行４５周年記念特別展「出土遺物の交流と

結」は、見学者数延べ３，４１４人で、記念講演会には１３８人が参加されました。ま

た、佐久市・那須烏山市・十日町市から同じ時期の土器を借用し展示をしました。以上

です。

○田中委員長

　　ありがとうございました。ただいまの説明について、ご質問等ありますか。

　→【委員一同】特になし。

	（２）平成２８年度文化財保護事業計画


○田中委員長

　議題（２）平成２８年度文化財保護事業計画について、事務局より説明を願います。

○事務局

　平成２８年度文化財保護事業計画を資料に基づき説明いたします。確認調査（試掘）

　は、市内全域で申請に基づき実施します。本発掘調査は、確認調査に基づき発掘が必

要な地点を随時実施します。埋蔵文化財調査報告書作成は、市教育委員会が行った発

掘調査の報告書を作成します。新倉ふるさと民家園管理運営は、古民家愛好会に市の

協働指針に基づき管理運営を委託します。和光市デジタルミュージアム管理運営は、

新資料等の更新・公開を随時行い、掲載内容の充実を図り「和光市デジタルミュージア

ム紀要第３号」を発行します。文化財パトロールは、随時実施します。白子囃子体

験教室は、白子囃子保存会と共同で開催しました。４月１６日から７月９日までの土曜

日に全１０回行いました。以上です。

○田中委員長

　　ありがとうございました。ただいまの説明について、ご質問等ありますか。

○小田部委員

　文化財パトロールについて、長照寺の「大いちょう」の案内板の説明文字が薄くなり、

見えづらくなっている。その他の物も同様と思うのでパトロールで確認して、修理をお

願いしたい。

○事務局

　「大いちょう」の案内板の件は、風が吹いた後の確認等で把握しています。２９年度の

予算で修理を考えています。その他の看板もパトロールをして、３年の実施計画に計上

しながら修理の検討をしていきます。

○田中委員長

　ありがとうございました。予算もありますので直ぐに取り替えることは難しいと思いま

すが、案内板ですので分かりやすく見やすいものをお願いします。

○並木委員

　文化財ではないが、白子に道路元標があるが、下の部分が薄汚れている。道路安全課に

も話をしたがきれいにできないものか。

○事務局

　白子の道路元標は写真も撮っており確認はしていますが、他の部署と調整しながら清

　掃ができるか対応を検討します。

○田中委員長

　ありがとうございました。他にありますか。平成２８年度事業計画につきましては、よ

ろしいでしょうか。それでは、議題「午王山遺跡発掘調査出土の弥生時代遺物の文化

財指定について」事務局より説明を願います。

	（３）午王山遺跡発掘調査出土の弥生時代遺物の文化財指定について（指定候補）


○事務局

「午王山遺跡発掘調査出土の弥生時代遺物の指定候補資料」に基づき説明します。前回
の候補点数は５７点でしたが「柿沼氏」のご教示や「鈴木委員」との協議また、文化財
保存庫にあります展示に耐えうる現物の確認などにより、今回９２点の候補点数となり
ました。
○鈴木委員

　事務局説明に続きまして説明をします。１枚目の資料は、午王山遺跡が始まった頃の最

　初の住居跡から出土した物で、特に「７２号住居跡」から始まったということです。

「９７号住居跡」「１０８号住居跡」「１号住居跡」の物は、北関東系の中部高地、埼玉

県では東松山の岩鼻遺跡の櫛描文様系土器という物で、現在では弥生時代中期の終わり

から後期の初め頃で、南に来るにしたがい新しくなる傾向があります。資料の下の「７

４号住居跡」の土器ですが、口の部分が二重になって、今まで数を見ない物で珍しいも

のです。２枚目については、南関東の「小田原式」大田区の久ケ原遺跡と同様の土器が
ありますが、２段目の「１４１号住居跡」の物は段々新しくなって北関東系の物が簡略

化されてきので、おそらく南関東系で、交じり合っている傾向があります。「９６号住居

跡」「１００号住居跡」「５号住居跡「１０号住居跡」は弥生時代後期の中頃の土器が中

心で、特に「１０号住居跡の７番」口から首の部分しかないですが、東海地方の「菊川

式」と呼ばれる独特の土器です。このような手法が現れるのは東海系の人々との交流を

示しています。台付の甕が２つありますが、刷毛状のもので表面を成形した物で、これ

は手抜きの物です。弥生時代後期の集落遺跡を掘っても、土器は数が少ない。保存状態

の良い物はもっと少なく、住居跡からの物は１８００年前の物と考えていただいて、こ

の時代の物が少ないので、資料４枚目の２号溝から形全体がわかるような物を選びまし

た。弥生式土器は、壺形・台付甕・鉢形・碗形土器の４種類が基本で、後は大小の物で

す。これらが指定する候補としての土器類です。最後の５枚目ですが、これは何回もお

話していますが銅鐸形の土製品で「１」「２」「３」の番号を付けています。これが銅鐸

かと言われると寂しい思いもしますが、このような製品が朝霞市で２点、板橋区で１点

出ています。非常に珍しいもので、銅鐸という祭祀に使われた青銅器の断片的知識が午

王山遺跡に入って来て、ある種の儀礼祭祀に使われた、影響を受けていたと思われます。

左上の栗のような物は土鈴で珍しい物です。右側は欠けていて残念ですが、青銅製の釧

で上の土製品類は貴重な資料ということでリストアップし、保存の良い物を選んでいま

す。その他、土製の勾玉を後で加えたいと考えています。この辺が存在も含めて確認し

てこれらを協議して実際の展示や復元の度合いも考え選びました。復元時、実測すると

きに壊れないように補強をしますが、作業が終わった後にそのままになって、展示をす

るときにはもう少し修正・色づけが必要な物がある。これは指定する段階で必要で、指

定後にもその作業が可能であれば良いのですが、破片ではなく今でも完形品に対する信

仰が強いが、古い物で完形品が何十個あっても珍しい物ではないので意味がない。この

地域はいろいろなところと交流があったことを示す欠片であっても重要な意味を持つ、

その辺の考えが一般の方と専門家で齟齬をきたす場合があります。指定候補としては、

保存状態が良ければ何でも良いということではなく、学術的意味も含めて、この地域の

歴史や文化的価値で貴重な資料としての選択基準としました。

○田中委員長

　ありがとうございました。事務局からの説明、鈴木委員からの説明がありました。ご意
見などがありましたらどうぞ。
○事務局

　土器については落し物として、遺失物法の書類の確認、埼玉県にも譲与申請について問

い合わせをしています。調整している段階でまだ数ヶ月かかるとのことですので、今後

も確認しながら進める予定です。

○田中委員長

　ありがとうございました。他に何かありますか。
○副島副委員長

　指定は出土遺物だけということでしょうか。

○鈴木委員

　今回は「出土遺物の指定」です。

（４）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○田中委員長

　よろしいですか。本日の意見も踏まえ平成２８年度事業計画を進めていただきたい。時

　間もありますので、その他ということで、各委員から文化財についてのご意見や活動報

　告をお願いします。

○小田部委員

　樹林公園の松の木が以前から枯れており、桜も枯れてきている。先日、見に出かけたら

　全部伐採されチップにして撒かれていた。今後は自然に再生していくのかわからないが。

○鈴木委員

　切った桜の側に新しい木を植えています。茂みが多いのですが松はほとんど枯れてしま

うのではないでしょうか。

○小田部委員

　長照寺の「大いちょう」の後継樹を預かっているが大きくなり、民家園か長照寺へ預け

たいと考えているが、民家園に相談させていただきます。

○副島副委員長

　民家園は民家の様子を再現するということで、設置されています。いちょうは普通農家

には植えられていないが。

○小田部委員

　文化財ということで紹介するために、大きめのプランターで展示できないかと思います

が。差支えがあるなら、長照寺と調整したいと思います。

○副島副委員長

　市の方で考えていただきたい。

○竹内委員

　民家園が５周年の時に、長照寺のいちょうを植えようという話になったが、農家の家に

はいちょうの木はあっていけないということになった。大きくなり風が吹けば倒れる場

合もあり、まずいのではないか。

○小田部委員

　民家園の代表にも相談してみたい。

○事務局（教育部長）

　方針としては民家園の敷地内には植えることはできません。「大いちょう」の後継樹とし

て紹介はできますが、いちょうは高木になるので植えることは難しいです。

○大平委員

　６月に民家園の１０周年記念事業として、講演をしました。冨岡家を調査して市の文化

財指定になっており、市民に愛される施設になっている。小学生が学校帰りに民家園に

寄り勉強をしており、地域にも愛される施設になっている。一般公開をして積極的に活

用している施設で、年間を通して多くの来園者が来ている成功事例として紹介していき

たい。

○竹内委員

　民家園が１０周年を迎えたが、民家園の側に住んでいる若い人が、民家園はなぜあそこ

にあるのか理解されていない。入っていいのかもわからない状況で、若い人にももっと

自由に入ってくださいというアピールが必要ではないか。これから何をして行こうかと

いうことで綿をたくさん栽培して糸にして色をつけ、編み物教室で小物も作る。若い人

に種から育てて機織をしてみないかと言える。若い人たちの注目を引くようなそんな民

家園を目指して今月の古民家の会議に図っていきたい。

○事務局（教育部長）

　機織についても昔の新倉の農家でやっていたので、伝統文化を紹介するという応援はで

きると思います。実施計画への織機購入の計上も考えたい。古民家愛好会の努力で人を

呼ぶ方策・事業を実施していただいている。サポーター養成講座も開催しサポーターを

増やしていきたいたいと考えています。また、小学４年生の社会科の昔の暮らしという

授業で、毎年１月から３月に民家園を訪れていますが、その時にサポーターの方に説明

などをお願いしています。また、子どもたちがお父さんお母さんと一緒にリピーターと

して来ていただきたいと思います。

○事務局（教育長）

新たに転入されて来た方にも知ってもらい、年度が変わっても同じような行事を絡めた

事業を実施しているので参加していただき、若い方にもサポーターとして協力していた

だきたい。

○事務局（教育部長）　

今、外国人の訪問が増えており、英語や中国語・韓国語標記の看板を設置したり、オリ

ンピックもあることなので、外国語のパンフレットも作りたいと考えています。

○矢崎委員

　白子小学校の奉安殿が下新倉の氷川神社に移築されていて、あれを作った作者の方が、

蕨市の「北村」さんという方で、蕨市の歴史民俗資料館の研究紀要に奉安殿のことが載

っています。この資料を事務局に寄贈しました。この方は、県内の奉安殿を多く作成さ

れ、詳しい方であるようです。

○鈴木委員

　専門外ですが、多くの方が古民家を訪れるということで、考古学では、博物館で勾玉を

作るとか埴輪を作る事業を行っていて、評判が良いです。来て見るだけではなく、身近

に体験ができて、自分が参加して物を持ち帰れたり、古民家で身近に参加できるような

工夫をしたり、来た人が友達を誘って参加できるような、例えば縄で草履を作るなど参

加型の事業ができれば良いのですが。

○事務局（教育部長）

　藁ぞうりを作るなど参加型の季節行事、例えば団子作りや饅頭作りなどは現在も行って

います。これからも工夫をして進めていただきたいと思います。

○竹内委員

　工夫して行うとしたらこれからは藍染です。一日で終わるのですが。秋には月に１～２

回つるし飾り作りを行い、ひな祭りのときに天井からいくつも下げますが、参加者は毎

年同じ方が参加される。定員２０名でほとんど昨年の参加者が入っています。良い事業

だからまた参加したいということではないか。嬉しかったのは、小学生のときからお父

さんと毎月草刈に来てくれていた男子が、今年中学生になりそのままサポーター登録を

してくれたことです。

○事務局（教育部長）

　民家園の草刈や土留めなどの管理を適正に行っていただき感謝しています。

○副島副委員長

　和光新聞に掲載されていたことで、白子文化の会の活動応援についてですが、市の主催

ではなく市民が動くことで文化が広がっていく、そのような活動を応援していただきた

い。私的なことで歴史関係のサークル活動をしているが、６月２０日の酒井忠重の命日

に供養を壱鑑寺で行いました。市内の文化財を生かす催しなどを応援していただきたい。

○田中委員長

　ありがとうございました。皆さんからご意見などをいただき、協議事項すべてを終了す
　ることができました。これで事務局に進行をお返しします。
４　その他
○事務局

・次回の文化財保護委員会は、１１月から１２月頃を予定しております。日程決定後に

　ご連絡をいたします。

　・下新倉小学校が開校し、特別教室を貸出しすることになり別紙の案内書のとおり１０

月１日より利用ができるようになりました。本日８月１日から登録団体の利用受付が

始まりましたが、まだ利用について周知が図れていませんので、地域の方々へ皆さん

からお知らせいただきますようお願いいたします。

５　閉会
○事務局
　副島副委員長に閉会のご挨拶をお願いいたします。

○副島副委員長

　雨もすっかり上がりました。二日前に三日間、埼玉県の文化財講習会に参加してきまし

た。発展的に文化財という遺産ではなく、それを埼玉県の産業にどう生かしていくかに

ついての試みが発表されました。大変勉強になりました。次回１１月の文化財保護委員

会もよろしくお願いいたします。

○事務局

　以上をもちまして、平成２８年度第１回文化財保護委員会を終了いたします。
